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コンサートやスポーツ観戦等のチケット販売の新しい手法としてマルチプライス抽選販売を提案する．単純抽選販売
と比較すると，チケットの評価額が高価格・低価格のいずれの購入希望者に対しても期待利得が高くなり，主催者の総
売上も向上する．
評価額が高価格の購入希望者に対しては高い当選確率で高価格の抽選販売を，評価額が低価格の購入希望者に対して

は低い当選確率で低価格の抽選販売を提供する．評価額が高価格の購入希望者は当選時の利得は小さいが高い当選確率
により期待利得が向上する．評価額が低価格の購入希望者は当選確率は低いが当選時の利得が大きいため期待利得が向
上する．一部のチケットが低価格で販売されるが，残りのチケットが高価格であるので，総売上も向上する．

1. まえがき
コンサートやスポーツ観戦等のチケット販売の新しい手法と

してマルチプライス抽選販売を提案する [Hara 26]．単純抽選
販売と比較すると，チケットの評価額が高価格・低価格のいず
れの購入希望者に対しても期待利得が高くなり，主催者の総売
上も向上する．
従来の単純抽選販売は以下の通りである．主催者は定価 Y

とチケット枚数 X を決定する．購入希望者は抽選に参加し，
当選時に価格 Y でチケットを得る．これは単純で公平である
が，非常に人気のあるイベントに対しては支払額を増やしてで
もチケットを入手したい購入希望者が多く発生する．本稿では
主に評価額が高価格の購入希望者と低価格の購入希望者という
２種類の購入希望者がいる単純な場合を考察する．
人気のあるイベントのチケット販売に対してダイナミッ

クプライシング [Drayer 12, Shapiro 12] やオークション
[Budish 23, Fu 23] やオークションと抽選を組み合わせたシ
ステム [Huang 19]などが考案されているが，人気のあるイベ
ントでは価格が高騰しがちで，評価額が低価格の購入希望者
は購入することができない．「このイベントは金持ちしか参加
できない」というイメージを持たれることはミュージシャン
やスポーツチームにとっては好ましくない場合もある．ある
条件を満足する購入希望者の当選確率を高める重み付き抽選
[Vong 20]も存在するが，全購入希望者が納得する条件を設定
することは難しい場合が多い．
本稿ではチケット販売の新しい手法としてマルチプライス抽

選販売を提案する．基本的なアイデアは

• 評価額が高価格の購入希望者の当選確率を高める代わり
に価格を高く設置する

• 評価額が低価格の購入希望者の当選確率を下げる代わり
に価格を低く設定する

である．高評価額が高価格の購入希望者の期待利得は単純抽選
販売より高くなり，低価格の購入希望者の期待利得も単純抽選
販売より高くなる．一部のチケットが安く販売されるが，残り
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のチケットは高く販売されるため主催者の総売上も単純抽選販
売より高くなる．
この手法は有料ファンクラブのメンバーのような，固定メン

バーに対する抽選販売として有効である．次節では購入希望
者の価格が高価格と低価格の２つである場合について述べる，
３節では主催者の総売上の最大化について述べる．４節ではマ
ルチプライス抽選販売の亜種について述べる．５節では購入希
望者の評価額分布が一様かつ離散的である場合を述べる．６節
では購入希望者の評価額分布が連続的である場合を述べる．

2. ２種類の評価額の場合
２－４節では購入希望者の評価額が高価格と低価格の２通

りであると仮定する．その他の仮定は以下の通りである．

仮定 1 Y をチケットの定価（経費などから決まる一定の価格）
とする．X をチケットの枚数とする．N(> X)を購入希望者
の人数で固定とする．r(0 < r < 1)を，購入希望者のうちで評
価額が高価格である人数の割合とする．本稿では rN > X か
つ (1 − r)N > X と仮定する．高価格の評価額を a0Y，低価
格の評価額を a1Y とする．ここで a0 > a1 > 1 を満足する．

N が固定の場合として，有料のファンクラブ会員への販売な
どを考える．
当選確率が p の場合，評価額が aY の購入希望者の期待利

得は p(aY − Y )となる．単純抽選販売を行った場合の当選確
率は X/N となる．評価額が高価格の購入希望者の期待利得
はX(a0 − 1)Y/N，低価格の購入希望者の期待利得はX(a1 −
1)Y/N となり，主催者の総売上は XY となる．
マルチプライス抽選販売において，主催者は２つの抽選販売

を準備する．一方は高価格 b0Y で販売枚数 r0X が多く（当選
確率が高く），他方は低価格 b1Y で販売枚数 (1 − r0)X が少
ない（当選確率が低い）．これらの値は b0 > 1 > b1, a0 > b0,

a1 > b1, r < r0 < 1を満足する．
評価額が高価格の購入希望者が高価格の抽選販売に参加し

た場合の期待利得が単純抽選販売の期待利得よりも高くなる条
件式は r0X(a0 − b0)Y/(rN) ≥ X(a0 − 1)Y/N と書ける．こ
の式を簡略化すると

r0(a0 − b0)/r ≥ a0 − 1 (1)
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となる．評価額が低価格の購入希望者が低価格の抽選販売に参
加した場合の期待利得が単純抽選販売の期待利得よりも高くな
る条件式は (1−r0)X(a1−b1)Y/((1−r)N) ≥ X(a1−1)Y/N

と書け，この式を簡略化すると

(1− r0)(a1 − b1)/(1− r) ≥ a1 − 1 (2)

となる．
評価額が高価格の購入希望者が必ず高価格の抽選販売に参

加するためには，低価格の抽選販売に参加した場合の期待利得
よりも高い必要がある．この条件式は r0X(a0− b0)Y/(rN) ≥
(1− r0)X(a0 − b1)Y/((1− r)N) となる．ここで N は十分大
きく，１名の購入希望者が参加する抽選販売を変更することに
より，当選確率は変動しないと仮定している．この条件式を簡
略化すると

r0(a0 − b0)/r ≥ (1− r0)(a0 − b1)/(1− r) (3)

となる．
同様に，評価額が低価格の購入希望者が必ず低価格の抽選販

売に参加するためには，高価格の抽選販売に参加した場合の期
待利得よりも高い必要がある，この条件式は (1− r0)X(a1 −
b1)Y/((1 − r)N) ≥ r0X(a1 − b0)Y/(rN) となる．ここでも
１名の移動により，当選確率は変動しないと仮定している．こ
の条件式を簡略化すると

(1− r0)(a1 − b1)/(1− r) ≥ r0(a1 − b0)/r (4)

となる．ここで b0 > a1 の場合には，右辺が負になり，この式
は必ず成立する．
主催者の総売上は単純抽選販売の場合よりも高くなる必要

がある．この条件式は

r0Xb0Y + (1− r0)Xb1Y ≥ XY (5)

となる．この式を簡略化すると

r0b0 + (1− r0)b1 ≥ 1 (6)

となる．
（例）a0 = 10, a1 = 1.5, r = 0.6の場合に主催者が b0 = 2,

b1 = 0.5,r0 = 0.7と設定すると. 式 (1)(2)(3)(4)(6) はすべて
不等号で成立する．すなわち購入希望者と主催者全員にとって
単純抽選販売よりも好ましい方式となる．
一般に，δ < 1− rを満足する任意の δ > 0に対して， r0 =

r+δ, b0 = 1+δ(a0−1)/(r+δ), b1 = 1−δ(a1−1)/(1−r−δ)

と設定すると，式 (3)(4)(6) は不等号で成立し， 式 (1)(2)は
等号が成立する．
定理 1 任意の (a0, a1, r) および δ < 1 − r を満足する任意
の δ > 0 に対して r0 = r + δ, b0 = 1 + δ(a0 − 1)/(r + δ),

b1 = 1 − δ(a1 − 1)/(1− r − δ)とするとすべての購入希望者
に対して期待利得が単純抽選販売以上で，総売上が単純抽選販
売を下回らない抽選販売が得られる．
主催者が a0 と a1 の値を知っている場合には，主催者は購

入希望者の参加希望を失うことなく，単純抽選販売の価格を
(1− ϵ)a1Y まで上げることが可能である．その場合にも上記の
定理は，a′

1 = 1/(1− ϵ), a′
0 = a0/(1− ϵ)a1 という値に対して

成立するため，よりよいマルチプライス抽選販売が存在する．
上記の議論において購入希望者の評価額は２種類で，その値

を主催者は知っているものと仮定した．しかしその仮定は成立

しない場合が多い．その場合にも上記の定理を利用可能な場合
は多い．例えば購入希望者を２つのグループM0 とM1 に分
けることができ，M0 の評価額の下限が a0 で，M1 の評価額
の上限が a1 である場合を考える．式 (1)(3) が a0 に対して成
立している時にこの式はM0 の任意のメンバの評価額 a′ ≥ a0

に対しても成立する．同様に，式 (2)(4)が a1 に対して成立し
ている時にこの式はM1 の任意のメンバの評価額 a′′ ≤ a1 に
対しても成立する．従って購入希望者を２つのグループに分け
ることができる場合にもこの定理を利用可能である．
次に，評価額が高価格の購入希望者の割合 r を主催者が正

しく知ることができない場合を考える． 主催者は r の上限値
rh と下限値 rl を推定し，rは rl < r < rh であると仮定する．
式 (1)(3)を任意の正しい値 r に対して成立させるため，主催
者は rh を使用して条件式を設定する．同様に，式 (2)(4)を任
意の正しい値 r に対して成立させるため，主催者は rl を用い
て条件式を設定する．このようにしてマルチプライス抽選販売
を実行可能である．
この方式を固定メンバーに対する販売ではなく一般の抽選

販売に対して適用する場合には以下の問題点が存在する．低価
格の抽選販売の価格を下げるため，評価額が Y より小さいた
めに今まで購入希望がなかった者が新たに低価格の抽選販売に
参加する可能性がある点である．このような新規参加者の可能
性がある場合の抽選販売のデザインは今後の課題である．
他の大きな課題は低価格抽選の当選者のチケット転売であ

る．高価格抽選販売の販売価格で転売できると低価格当選者は
考えることができる．この問題に対する解決法の一つは，購入
希望者は身分証明書を提示して抽選に参加し，転売を防止する
手法 [Ondato]を用いることである．
また，一部の購入希望者は抽選販売に複数参加することで

購入確率を上げることが考えられる．この問題に対する一つの
解決法は，前述の身分証明書提示のシステムを用いて１人の参
加は１回であるようにすることである．

3. 総売上の最大化
本手法では主催者が価格とチケットの配分を決定するので主

催者は上記の条件のもとで総売上を最大化しようとする．総売
上の最大化について本節では考察する．
まず，式 (1)(2)において不等式が成立している場合には主

催者は b0,b1を増加させることができる．従って式 (1)(2)は以
下の等式となる．

r0(a0 − b0)/r = a0 − 1. (7)

(1− r0)(a1 − b1)/(1− r) = a1 − 1. (8)

この式から得られる b0,b1 の値を代入しても式 (3)(4) は満足
される．この b0,b1 の式を，総売上を表す式 (6)の左辺に代入
すると以下の式

(r0 − r)(a0 − a1) + 1 (9)

が得られる．この式に変数は r0 のみで a0 > a1 であるので，
総売上は r0 を最大化することにより得られる．r0 が 1 であ
ると b1 が −∞ となるので r0 = 1 − ϵ とおくと，b0 = (1 −
r/(1− ϵ))a0 + r/(1− ϵ), b1 = (1− (1− r)/ϵ)a1 + (1− r)/ϵ

となる．
r0 が大きい場合に b1 < 0 となる場合がある．負の価格

b1Y は，当選者にチケット以外にプレゼントを与えることで
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実現可能である．負の価格を避ける場合には主催者は r0 =

1− (a1 − 1)(1− r)/a1 とすると b1 = 0となる．
他の特殊ケースは高価格の購入希望者数が少ない，すなわち

rN < X の場合である．この場合高価格抽選の当選確率は r0
が１になる前に１になる．この場合，r0 は rN/X まで上げる
ことができる．

4. マルチプライス抽選販売の亜種
マルチプライス抽選販売において，高価格抽選販売の当選

者は低価格抽選販売の当選者に対する羨望が発生する．この羨
望を防止するための２つの亜種を示す．
１つ目の亜種はマルチオプションマルチプライス抽選販売で

ある．各購入希望者は以下の２つの選択肢のうち１つだけを選
択して抽選販売に参加する．選択肢１は低価格抽選販売に参加
することで，選択肢２は低価格抽選販売に参加して落選した場
合に自動的に高価格抽選販売に参加することである．評価額が
低価格の購入希望者は選択肢１を，評価額が高価格の購入希望
者は選択肢２を選ぶように設計する．
前節と同様に，高価格抽選と低価格抽選の価格を b0Y と b1Y

とし，チケットの枚数を r0X と (1− r0)X とする．
評価額が低価格の購入希望者にとって選択肢１が単純抽選販

売よりも期待利得が高くなる条件式は (1−r0)X(a1−b1)Y/N ≥
X(a1 − 1)Y/N であり，この式を簡略化すると

(1− r0)(a1 − b1) ≥ a1 − 1. (10)

となる．
低価格抽選販売の当選確率 (1− r0)X/N を pとおく．評価

額が高価格の購入希望者にとって選択肢２が単純抽選販売より
も期待利得が高くなる条件式は p(a0−b1)Y +(1−p)r0X(a0−
b0)Y/((1− p)rN) ≥ X(a0 − 1)Y/N であり，この式を簡略化
すると

(1− r0)(a0 − b1) + r0(a0 − b0)/r ≥ a0 − 1. (11)

となる．
評価額が高価格の購入希望者は選択肢１ではなく選択肢２

を選択する，なぜならば選択肢１の期待利得は p(a0 − b1)Y で
あり，選択肢２の期待利得はそれよりも大きい（a0 > b0 であ
るため）からである．主催者が b0 > a1 と設定すると評価額が
低価格の購入希望者は選択肢２ではなく選択肢１を選択する．
総売上に関する条件式は前と同じ

r0b0 + (1− r0)b1 ≥ 1. (12)

となる．
前述の a0 = 10, a1 = 1.5, r = 0.6 の場合に前の例の値

(r0 = 0.7, b0 = 2,b1 = 0.5) では新たな条件式は満足されず
r0 = 0.65, b0 = 2, b1 = 0.05で式 (10)(11)(12)が満足される．
一般に，δ < 1− rを満足する任意の δ > 0に対して，r0 =

r+δ, b0 = (1−r)a0+ra1, b1 = 1−(a1−1)(r+δ)/(1−r−δ),

とすると，b0 > a1 が成立し，式 (12) は不等号で成立し，式
(10)(11)は等号で成立する．

定理 2 任意の (a0, a1, r) および δ < 1 − r を満足する任意
の δ > 0 に対して r0 = r + δ, b0 = (1 − r)a0 + ra1, b1 =

1− (a1 − 1)(r + δ)/(1− r − δ)とすると，すべての購入希望
者に対して期待利得が単純抽選販売以上で，総売上が単純抽選
販売を下回らない抽選販売が得られる．

この販売法における総売上の最大化を考える．式 (10)(11)

の不等号を等号でおきかえると以下の式が得られる．

(1− r0)(a1 − b1) = a1 − 1. (13)

(1− r0)(a0 − b1) + r0(a0 − b0)/r = a0 − 1. (14)

これらの式から得られる b0 と b1 を式 (12)の左辺に代入する
ことにより，総売上を表す以下の式が得られる．

r0b0 + (1− r0)b1 = r0(1− r)(a0 − a1) + 1 (15)

r0を最大化することにより総売上は最大化される．b1が−∞と
なることを防止するには，r0 = 1−ϵとして b0 = (1−r)a0+ra1,

b1 = (1 − (1 − ϵ)a1)/ϵ と設定する．負の価格を避けるには，
r0 = 1/a1, b0 = (1− r)a0 + ra1,b1 = 0 とする．
マルチプライス抽選販売のもう一つの亜種はマルチフェーズ

マルチプライス抽選販売である．すべての購入希望者が低価格
抽選に参加する．落選者は高価格の抽選に参加するかしないか
を選択可能とする．この方式において，参加者の期待利得が単
純抽選販売より高くなるための条件式 (11)(12)は上記マルチ
オプションマルチプライス抽選販売と同じになる．

定理 3 任意の (a0, a1, r) および δ < 1 − r を満足する任意
の δ > 0 に対して， r0 = r + δ, b0 = (1 − r)a0 + ra1,

b1 = 1− (a1 − 1)(r+ δ)/(1− r− δ)とするとすべての購入希
望者に対して期待利得が単純抽選販売以上で，総売上が単純抽
選販売を下回らないマルチフェーズマルチプライス抽選販売が
得られる．

5. 離散的な一様分布の評価額の場合
本節では購入希望者の評価額が離散的かつ一様な場合を考

察する．
購入希望者数を N = snとし，集合Mi(0 ≤ i ≤ n − 1)に

属する購入希望者の評価額は aiY であるとする．a0 > a1 >

· · · > an−1 と |Mi| = s を満足する．N > X を仮定する．
r = X/N とする．
主催者は n個の抽選販売を用意する．ある k(0 < k < n−1)

を決めて，Mi(i ≤ k) に対する，高価格 biY (bi > 1) かつ高
確率 ri(ri > r) の抽選販売と Mi(i > k) に対する，低価格
biY (bi < 1)かつ低確率 ri(ri < r)の抽選販売を用意する．各
購入希望者は１つの抽選販売にのみ応募可能とする．Mi に属
する購入希望者は i番目の抽選販売に参加するように設計する．
Mi が i番目の抽選販売に参加することが最も期待利得を高

くし，かつ単純抽選販売よりも好ましくなるための条件式は同
様に，以下のように求められる．

ri(ai − bi)− r(ai − 1) ≥ 0(0 ≤ i ≤ n− 1) (16)

ri(ai − bi)− rj(ai − bj) ≥ 0(j ̸= i) (17)

総売上に関する条件式は以下のものとなる．
n−1∑
i=0

ribi − nr ≥ 0 (18)

これらの式を満足する値の一例を示す．
k∑

i=0

δi < 1− r,

n−1∑
i=k+1

δ′i < r
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を満足する δi > 0(0 ≤ i ≤ k)と δ′i > 0(k+1 ≤ i ≤ n− 1)を
考える．このとき，

ri = r +

k∑
j=i

δj , bi =
r +

∑k

j=i
δjaj

r +
∑k

j=i
δj

(i ≤ k)

ri = r −
i∑

j=k+1

δ′j , bi =
r −

∑i

j=k+1
δ′jaj

r −
∑i

j=k+1
δ′j

(i > k)

とすると式 (16)(17)(18) を満足する．総売上を最大化するに
は，式 (16)(17)(18)を満足する最大値を求める必要があるが，
パラメータが多いため最適値の計算は容易ではないと思われ
る．この場合のマルチオプション・マルチフェーズ抽選販売も
同様に考えることができる．

6. 連続的な評価値分布の場合
本節では購入希望者の評価額分布が連続的である場合につ

いて考察する．評価額の分布密度関数を f(x)とし，評価額の
上限値と下限値をそれぞれ a0Y , a1Y とする．購入希望者数
を N とすると

∫ a0Y

a1Y
f(x)dx = N を満足する．

最も単純な，２つの抽選販売 L0 と L1 を提供する場合を考
える．それぞれの価格を b0, b1(b0 ≥ 1 ≥ b1)とする．aY (a1 <

a < a0) を，L0 と L1 のどちらに参加するかの境界となる評
価額とする．r =

∫ a0Y

aY
f(x)dx/N とする．r は評価額が aY

以上の購入希望者の割合を表す．0 < r < 1 を満足する．チ
ケットの枚数を X とし，L0 で販売されるチケットの割合を
r0(0 < r0 < 1)とする．

L0 に参加した，評価額 vY が高価格（v > a) である購入
希望者の期待利得が単純抽選販売より高くなるための条件は
r0X(vY − b0Y )/rN ≥ X(vY −Y )/N であり，簡単化すると

r0(v − b0)/r ≥ v − 1 (19)

となる．
L1 に参加した，評価額 vY が低価格 (v < a) である購入

希望者の期待利得が単純抽選販売より高くなるための条件は
(1− r0)X(vY − b1Y )/(1− r)N ≥ X(vY −Y )/N であり，簡
略化すると

(1− r0)(v − b1)/(1− r) ≥ v − 1 (20)

となる．式 (19)(20)において v = aとすると以下の２つの不
等式が得られる．

r0(a− b0)/r ≥ a− 1 (21)

(1− r0)(a− b1)/(1− r) ≥ a− 1 (22)

b0 ≥ 1 であるので，式 (21) より r0/r ≥ 1 となる．従って
r0 ≥ rとなり，(1− r0) ≤ (1− r)が成立する．b1 ≤ 1である
ため， 式 (22)が成立するのは b1 = 1の場合に限られる．こ
のとき，r0 = r となる．従って，上記の条件を満足するマル
チプライス抽選販売は存在しない．
３つ以上の抽選販売を用意する場合にも，価格が隣り合う

２つの抽選販売 b0, b1 において b0 ≥ 1 ≥ b1 が成立するため，
同様の議論が成立する．従って，購入希望者の評価額が連続的
に分布している場合，単純抽選販売よりもよいマルチプライス
抽選販売は存在しない．
同様の議論により，購入希望者の評価額が連続的な場合には

単純抽選販売よりも好ましいマルチオプション・マルチフェー
ズマルチプライス抽選販売も存在しない．

7. あとがき
本稿ではチケットに対する新たな販売方法としてマルチプラ

イス抽選販売を提案した．今後の課題として，以下のようなも
のが考えられる．

• 現実の評価額分布のもとでの方式比較

• 購入希望者集合が固定でない場合の解析手法．低額の抽
選販売が行われることにより，今まで購入希望していな
かった者が抽選販売に参加する場合の考察

• 一般的な離散的評価額分布の場合の価格設定法 [藤崎 26]

• 評価額分布が連続である場合の新たな手法
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